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進学課程　科⽬と内容

授業での教員の簡単な説明、指⽰を聞
き、聴解⼒をつけていく。また、会話DVD
で簡単な会話を聞き取る練習をする。

⽇本で⽣活するための最低限必要な場
⾯での⽇本語、また⼈間関係を構築する
ために必要な最低限の会話、互いを知る
ための会話に必要なことば、表現が⼝頭
でも⽂章でも運⽤できるようにする。

漢字冊⼦を使⽤し、２⽇（1単位時
間）かけて１ページ８個ずつ「読み」「書
き」を漢字カード等から学び、漢字のなりた
ちに注⽬しながら、意味、使い⽅を知り、
⽂作りの練習をする。

⾃分についてのテーマ（個⼈の経験、願
望、⾃分の国）を扱い、学習したことばや
⽂法を⼝頭で確認した後、200〜400
字で作⽂を書く。

短い読み物や⾝近なトピックのまとまった
⽂章を読み、その後、内容について質問
し、それに答えることで内容を確認してい
く。⽂字を正しく読んでいく⾳読の練習も
⾏う。

ある⾝近なテーマに関する話を聞き、内容
に関する質問に⼝頭で、時にはシートに
記⼊する。時間があれば、異⽂化理解、
情報交換、⽇本事情として話し合う。
JLPTN3レベルの聴解問題を解き、問題
に慣れる。

⽇常⽣活で⾏われる様々な場⾯での会
話に必要なことばや表現・また⾃分⾃⾝
の⻑所短所、性格等を紹介することばや
表現が運⽤できるようにする。
JLPTN3レベルの問題を解き、問題に慣
れる。

漢字冊⼦（タブレット内有）、テキストを
使⽤し、毎⽇もしくは隔⽇で1単位時間
（４５分）かけて５、６個ずつ「読み」
「書き」をPPT・漢字カード等から学び、漢
字の部⾸を確認しながら、意味、ことばと
しての使い⽅、⽂作りの練習をする。
JLPTN3レベルの問題を解き、問題に慣
れる。

⾝近なことに関するテーマを扱い、学習し
たことばや表現を⼝頭で確認し、テーマに
ついての意⾒を互いに交換した後、400
字程度で作⽂を書く。

⽇本社会や⽂化、考え⽅や⾝近で社会
的なテーマを扱った様々な内容の⽂章を
読んでいく。読む前にそのトピックについて
話し合う。⽂章を読み、内容について質
問し、問題の答えを確認していく。読み終
えた後、意⾒を⼝頭、もしくは⽂章で表
す。⾳読ではプロソディに注⽬した練習を
する。JLPTN３レベルの読解問題を解
き、問題に慣れる。

授業での教員の⽂法の説明、練習の指
⽰、また、会話DVDで⾝近な話題の会
話を聞き取る練習で聴解⼒をつけていく。
⾳声問題では、⽇本で経験すると思われ
る場⾯や状況で、必要な情報をとるための
タスクを達成していく。

⽇常⽣活を送る上で必要な⼈間関係の
場で使われる⽇本語、また良好な⼈間関
係を構築するために必要な会話、互いを
知るための会話に必要なことば、表現が
⼝頭でも⽂章でも運⽤できるようにする。

漢字冊⼦を使⽤し、２⽇（1.5単位時
間）かけて１ページ８個ずつ「読み」「書
き」を漢字カード等から学び、漢字のなりた
ちを確認しながら、意味、使い⽅を知り、
⽂作りの練習をする。

⾃分についてのテーマ（個⼈の経験、願
望、⾝近なものの説明）を扱い、学習し
たことばや⽂法を⼝頭で確認した後、
400字程度で作⽂を書く。

短い読みものや、⾝近なトピックのまとまっ
た⽂章を読む前に、そのトピックについて話
し合う。⽂章を読み、内容について質問
し、問題の答えを確認していく。読み終え
た後、意⾒を⼝頭、もしくは⽂章で表す。
⾳読の練習ではことばの途中で切らず、ひ
とまとまりで読み、⻑⾳や促⾳の拍に気を
つける。JLPTN5・N4レベルの読解問題
に慣れる。

２⼈以上の⼈物の会話を聞いて、流れを
追い、必要な情報を取っていく。公の場、
講演等の場である⼈の話・説明を聞き、そ
の内容を理解し、第三者に伝える。内容
の要点をとっていく。JLPTN２レベルの聴
解問題を解き、問題に慣れる。

公の場、私的な場、様々な場⾯での会話
や⽂章に必要なことば・表現の意味の理
解、実際の運⽤につなげる練習を⾏い、
ある場⾯を与え、適切に運⽤できるかを⼝
頭や⽂章で学習者同⼠で確認し合う。
理解から運⽤への指導を中⼼に⾏う。特
にことばや表現の場による使い分けに注意
するよう指導する。JLPTN２レベルの問題
を解き、問題に慣れる。

テキストを使⽤し、あるテーマ・場⾯におい
てよく使⽤される漢字を使ったことばを学
ぶ。毎⽇もしくは隔⽇で1単位時間（４
５分）かけて５、６個ずつ「読み」「書
き」をPPT・漢字カード等を使って、漢字の
部⾸や⾳を確認しながら、意味、ことばと
しての使い⽅、⽂作りを指導する。初⾒の
漢字のおおよその意味が推測できるよう指
導していく。JLPTN２レベルの問題を解
き、問題に慣れる。

社会的なことに関するテーマを扱い、学習
したことばや表現を⼝頭で確認し、テーマ
についての意⾒を互いに交換した後、
600字〜800字程度で作⽂を書く。
客観的な例や理由を⼊れ、論理的に意
⾒を述べるようにする。

⽇本社会や⽂化、考え⽅、社会事情や
時事問題も⼊った様々な内容の⽂章を
読んでいく。読む前にそのトピックについて
話し合う。全体の⼤意を取り、話の構成を
確認し、段落ごとに精読をしていく。読み
終えた後、意⾒を⼝頭、もしくは⽂章で表
す。⾳読ではプロソディに注⽬した練習を
する。JLPTN２レベルの読解問題を解
き、問題に慣れる。

２⼈以上の⼈物の会話を聞いて、流れを
追い、必要な情報を聞き取っていく。
留学⽣に⾝近なテーマのある⼈の話、説
明を聞き、その内容を理解し、第三者に
伝える。内容の要点を聞き取っていく。
JLPTN3レベルの聴解問題を解き、問題
に慣れる。

使⽤場⾯（改まった場での会話・友だち
との会話）や書き⾔葉・話し⾔葉の使い
分けを練習する。ことば・表現の意味の理
解、実際の運⽤につなげる練習を⾏い、
ある場⾯を与え、適切に運⽤できるかを⼝
頭や⽂章で学習者同⼠で確認し合う。
理解から運⽤への指導を中⼼にう。
JLPTN3レベルの問題を解き、問題に慣
れる。

テキストを使⽤し、あるテーマ・場⾯におい
てよく使⽤される漢字を使ったことばを学
ぶ。毎⽇もしくは隔⽇で1単位時間（４
５分）かけて５、６個ずつ「読み」「書
き」をPPT・漢字カード等を使って、漢字の
部⾸や⾳を確認しながら、意味、ことばと
しての使い⽅、⽂作りを指導する。
JLPTN3レベルの問題を解き、問題に慣
れる。

⾝近なことに関するテーマを扱い、学習し
たことばや表現を⼝頭で確認し、テーマに
ついての意⾒を互いに交換した後、400
字程度で作⽂を書く。説明や⾃分の考
え、意⾒、どうしてそう思うのかの理由、具
体的な例を⼊れるようにする。

⽇本社会や⽂化、考え⽅や⾝近で社会
的なテーマを扱った様々な内容の⽂章を
読んでいく。読む前にそのトピックについて
話し合う。全体の⼤意を取り、話の構成を
確認し、段落ごとに精読をしていく。読み
終えた後、意⾒を⼝頭、もしくは⽂章で表
す。⾳読ではプロソディに注⽬した練習を
する。JLPTN３レベルの読解問題を解
き、問題に慣れる。

⾃⼰紹介や家族の紹介、⽇本でのある
⼀⽇について発表する。

学習したことば・表現を使って失敗したこ
と、嫌だったこと、驚いたこと等の⽇本での
経験談や⾃分の部屋の説明、⼤切な⼈
等について発表する。

学習したことば・表現を使って、⾝近なこと
に関するテーマについて学習者同⼠、また
はクラスの前で発表する。

学習したことば・表現を使って、⾝近なこと
に関するテーマについて学習者同⼠、また
はクラスメートの前に⽴って発表する。

学習したことば・表現を使って、⾝近な
テーマ・社会的なテーマについて学習者同
⼠、またはクラスメートの前に⽴って発表す
る。
タスクを与えグループで話し合い、発表す
る。テーマを与え、即興で短いスピーチをす
る。聴衆をひきつけるように⽬線、間の取り
⽅、話し⽅、声の強弱等も練習する。

⽇本で⽣活するための最低限必要な場
⾯でのやりとりができるように、ミニ会話、ま
とまった談話レベルの会話の練習をする。
その際、発⾳の指導や⾮⾔語コミュニケー
ションも学ぶ。

⽇本で⽣活するため、⼈間関係を作って
いくために最低限必要な場⾯でのやりとり
ができるように、ミニ会話、まとまった談話レ
ベルの会話の練習をする。その際、発⾳の
指導や⾮⾔語コミュニケーションも学ぶ。
ゲームやタスク活動で会話の運⽤⼒を上
げる。

⾝近なテーマについて⾃分の意⾒や経験
を学習者同⼠で交換し、その問題の原因
や解決策を話し合う。

⾝近なテーマについて⾃分の意⾒や経験
を学習者同⼠で交換し、その問題の原因
や解決策を話し合う。⽇常⽣活で⾏われ
る様々な場⾯でのミニ会話をペアで練習
し、学習者同⼠で考えた会話を作る。

⾝近なテーマ・社会的なテーマについて⾃
分の意⾒や経験を学習者同⼠で交換
し、その問題の原因や解決策を話し合う。
⽇常⽣活で⾏われる様々な場⾯でのミニ
会話をペアで練習し、学習者同⼠で考え
た会話を作る。

学習したことば・表現を使って、広範な
テーマについて⾃⾝の経験、考え、変化、
新しく得た知識等、学習者同⼠、または
クラスメートの前に⽴って発表する。ある
テーマを与え、グループでアンケート発表を
する。テーマを与え、即興で短いスピーチを
する。
聴衆をひきつけ、何らかの感情を引き起こ
すようなプレゼンテーション⽅法も練習す
る。

ある話題について話し⼿それぞれの意⾒
が異なっている対話を聞き、その情報をまと
めて相⼿に伝える練習をする。また、⼝語
的表現で会話ができるように、合わせて練
習をする。独話ではフォーマルな説明、公
の場での話、講演等を聞き、情報を聞き
取り、理解する練習をする。聞きながらノー
トを取り、⽂を再構築し、内容をまとめる
練習も⾏う。JLPTN１レベルの聴解問題
を解き、問題に慣れる。

公の場、私的な場、様々な場⾯での会話
や⽂章に必要なことば・表現の意味の理
解、実際の運⽤につなげる練習を⾏い、
ある場⾯を与え、適切に運⽤できるかを⼝
頭や⽂章で学習者同⼠で確認し合う。
理解から運⽤への指導を中⼼に⾏う。特
にことばや表現の場による使い分けに注意
するよう指導する。JLPTN１レベルの問題
を解き、問題に慣れる。

テキストを使⽤し、学習者の留学⽣活に
おいて必要な場、また専⾨的な分野にお
いてよく使⽤される漢字を使ったことばを学
ぶ。毎⽇もしくは隔⽇で1単位時間（４
５分）かけて７、８個ずつ「読み」「書
き」をPPT・漢字カード等を使って、漢字の
部⾸や⾳を確認しながら、意味、ことばと
しての使い⽅、⽂作りを指導する。初⾒の
漢字のおおよその意味が推測できるよう指
導していく。JLPTN１レベルの問題を解
き、問題に慣れる。

現代社会の国際的な話題、専⾨的な内
容、社会的なことに関するテーマを扱い、こ
とばや表現を⼝頭や⽂章で確認し、テーマ
についての意⾒を互いに交換した後、
800字以上で作⽂を書く。⾃分の体験、
国の現状をふまえながら、原因や意⾒を
述べ、未来の予測も⼊れていくようにす
る。

広範な問題を含んだテーマの様々な内容
の⽂章を読んでいく。読む前にそのトピック
について話し合う。全体の⼤意を取り、話
の構成を確認し、段落ごとに精読をしてい
く。段落ごと、全体の要旨をまとめる練習を
する。読み終えた後、意⾒を⼝頭、もしく
は⽂章で表す。⾳読では⽂の意味を理解
し、聴者に内容がわかりやすく伝わるよう練
習する。グラフを読み解く練習や、新聞記
事の⾝の上相談を読み、そのアドバイスを
考えることもする。JLPTN1レベルの読解
問題を解き、問題に慣れる。

問題を含む広範なテーマについて⾃分の
意⾒や経験を教員、学習者同⼠で交換
し、その問題の原因や解決策、今後の予
測等を話し合う。⽇常⽣活で⾏われる
様々な場⾯でのミニ会話をペアで練習し、
学習者同⼠で考えた会話を作る。その
際、⼝語的な表現、縮約形、⽬上かどう
か、関係性等を考え、ふさわしい表現が使
えるように練習する。⾝近なテーマでディ
ベート、ディスカッションを⾏う。

⼀般課程　科⽬と内容

授業での教員の簡単な説明、指⽰を聞
き、聴解⼒をつけていく。また、会話DVD
で簡単な会話を聞き取る練習をする。

⽇本で⽣活するための最低限必要な場
⾯での⽇本語、また⼈間関係を構築する
ために必要な最低限の会話、互いを知る
ための会話に必要なことば、表現が⼝頭
でも⽂章でも運⽤できるようにする。

漢字冊⼦を使⽤し、２⽇（1単位時
間）かけて１ページ８個ずつ「読み」「書
き」を漢字カード等から学び、漢字のなりた
ちに注⽬しながら、意味、使い⽅を知り、
⽂作りの練習をする。

⾃分についてのテーマ（個⼈の経験、願
望、⾃分の国）を扱い、学習したことばや
⽂法を⼝頭で確認した後、200〜400
字で作⽂を書く。

短い読み物や⾝近なトピックのまとまった
⽂章を読み、その後、内容について質問
し、それに答えることで内容を確認してい
く。⽂字を正しく読んでいく⾳読の練習も
⾏う。

⽇本で⽣活するための最低限必要な場
⾯でのやりとりができるように、ミニ会話、ま
とまった談話レベルの会話の練習をする。
その際、発⾳の指導や⾮⾔語コミュニケー
ションも学ぶ。

⾃⼰紹介や家族の紹介、⽇本でのある
⼀⽇について発表する。

授業での教員の⽂法の説明、練習の指
⽰、また、会話DVDで⾝近な話題の会
話を聞き取る練習で聴解⼒をつけていく。
⾳声問題では、⽇本で経験すると思われ
る場⾯や状況で、必要な情報をとるための
タスクを達成していく。

⽇常⽣活を送る上で必要な⼈間関係の
場で使われる⽇本語、また良好な⼈間関
係を構築するために必要な会話、互いを
知るための会話に必要なことば、表現が
⼝頭でも⽂章でも運⽤できるようにする。

漢字冊⼦を使⽤し、２⽇（1.5単位時
間）かけて１ページ８個ずつ「読み」「書
き」を漢字カード等から学び、漢字のなりた
ちを確認しながら、意味、使い⽅を知り、
⽂作りの練習をする。

⾃分についてのテーマ（個⼈の経験、願
望、⾝近なものの説明）を扱い、学習し
たことばや⽂法を⼝頭で確認した後、
400字程度で作⽂を書く。

短い読みものや、⾝近なトピックのまとまっ
た⽂章を読む前に、そのトピックについて話
し合う。⽂章を読み、内容について質問
し、問題の答えを確認していく。読み終え
た後、意⾒を⼝頭、もしくは⽂章で表す。
⾳読の練習ではことばの途中で切らず、ひ
とまとまりで読み、⻑⾳や促⾳の拍に気を
つける。JLPTN5・N4レベルの読解問題
に慣れる。

⽇本で⽣活するため、⼈間関係を作って
いくために最低限必要な場⾯でのやりとり
ができるように、ミニ会話、まとまった談話レ
ベルの会話の練習をする。その際、発⾳の
指導や⾮⾔語コミュニケーションも学ぶ。
ゲームやタスク活動で会話の運⽤⼒を上
げる。

学習したことば・表現を使って失敗したこ
と、嫌だったこと、驚いたこと等の⽇本での
経験談や⾃分の部屋の説明、⼤切な⼈
等について発表する。

⾝近なテーマについて⾃分の意⾒や経験
を学習者同⼠で交換し、その問題の原因
や解決策を話し合う。学習者同⼠で互い
の⻑所を⾔い合い、⾃⾝の短所について
話し合う。

学習したことば・表現を使って、⾝近なこと
に関するテーマについて学習者同⼠、また
はクラスメートの前に⽴って発表する。

２⼈以上の⼈物の会話を聞いて、流れを
追い、必要な情報を聞き取っていく。
JLPTN3レベルの聴解問題を解き、問題
に慣れる。基本的な⾯接の質問を聞き取
る練習をする。⽂化コースでは和室での所
作、煎茶、⽇本の伝統的な服装や浴⾐
についての説明を聞く。

使⽤場⾯（改まった場での会話・友だち
との会話）や書き⾔葉・話し⾔葉の使い
分けを練習する。ことば・表現の意味の理
解、実際の運⽤につなげる練習を⾏い、
ある場⾯を与え、適切に運⽤できるかを⼝
頭や⽂章で学習者同⼠で確認し合う。
理解から運⽤への指導を中⼼にう。
JLPTN3レベルの問題を解き、問題に慣
れる。就職活動の際、よく使⽤される敬語
の表現を確認、運⽤できるよう練習をす
る。

テキストを使⽤し、あるテーマ・場⾯におい
てよく使⽤される漢字を使ったことばを学
ぶ。毎⽇もしくは隔⽇で1単位時間（４
５分）かけて５、６個ずつ「読み」「書
き」をPPT・漢字カード等を使って、漢字の
部⾸や⾳を確認しながら、意味、ことばと
しての使い⽅、⽂作りを指導する。
JLPTN3レベルの問題を解き、問題に慣
れる。

⾝近なことに関するテーマを扱い、学習し
たことばや表現を⼝頭で確認し、テーマに
ついての意⾒を互いに交換した後、400
字程度で作⽂を書く。説明や⾃分の考
え、意⾒、どうしてそう思うのかの理由、具
体的な例を⼊れるようにする。
簡単な履歴書および⾃⼰PRを含んだ⾃
⼰紹介をPCで作成する。

⽇本社会や⽂化、考え⽅や⾝近で社会
的なテーマを扱った様々な内容の⽂章を
読んでいく。読む前にそのトピックについて
話し合う。全体の⼤意を取り、話の構成を
確認し、段落ごとに精読をしていく。
読み終えた後、意⾒を⼝頭、もしくは⽂章
で表す。⾳読ではプロソディに注⽬した指
導を⾏う。JLPTN３レベルの読解問題を
解き、問題に慣れる。実際に求⼈サイトを
⾒て、⼤切なポイントを指摘し、必要な部
分を読み取る練習をする。

⾝近なテーマについて⾃分の意⾒や経験
を学習者同⼠で交換し、その問題の原因
や解決策を話し合う。⽇常⽣活で⾏われ
る様々な場⾯でのミニ会話をペアで練習
し、学習者同⼠で考えた会話を作る。就
職⾯接でよくある質問に対し、どのように
答えるかを話し合い、⾃⼰アピールにつな
げていく。⽂化コースでは実際に煎茶、浴
⾐の着付け体験をやりとりをしながら⾏って
いく。

学習したことば・表現を使って、⾝近なこと
に関するテーマについて学習者同⼠、また
はクラスメートの前に⽴って発表する。
⽂化体験（煎茶、浴⾐着付け）を通し
て感じたこと、学んだことを⾃国の⽂化と
⽐較して発表する。

あるテーマに関する話を聞き、内容に関す
る質問に⼝頭で、時にはシートに記⼊す
る。時間があれば、異⽂化理解、情報交
換、⽇本事情として話し合う。JLPTN3レ
ベルの聴解問題を解き、問題に慣れる。

⽇常⽣活で⾏われる様々な場⾯での会
話に必要なことばや表現・また⾃分⾃⾝
の⻑所短所、性格等を紹介することばや
表現が運⽤できるようにする。JLPTN3レ
ベルの問題を解き、問題に慣れる。就職
活動の際、よく使⽤される敬語の表現を
確認、運⽤できるよう練習をする。

漢字冊⼦（タブレット内有）、テキストを
使⽤し、毎⽇もしくは隔⽇で1単位時間
（４５分）かけて５、６個ずつ「読み」
「書き」をPPT・漢字カード等から学び、漢
字の部⾸を確認しながら、意味、ことばと
しての使い⽅、⽂作りの練習をする。
JLPTN3レベルの問題を解き、問題に慣
れる。

⾝近なことに関するテーマを扱い、学習し
たことばや表現を⼝頭で確認し、テーマに
ついての意⾒を互いに交換した後、400
字程度で作⽂をする。⾃分の⻑所短所を
作⽂する。

⽇本社会や⽂化、考え⽅や⾝近で社会
的なテーマを扱った様々な内容の⽂章を
読んでいく。読む前にそのトピックについて
話し合う。⽂章を読み、内容について質
問し、問題の答えを確認していく。読み終
えた後、意⾒を⼝頭、もしくは⽂章で表
す。⾳読ではプロソディに注⽬した指導を
⾏う。JLPTN３レベルの読解問題を解
き、問題に慣れる。

⾝近なテーマ・社会的なテーマについて⾃
分の意⾒や経験を学習者同⼠で交換
し、その問題の原因や解決策を話し合う。
⽇常⽣活で⾏われる様々な場⾯でのミニ
会話をペアで練習し、学習者同⼠で考え
た会話を作る。ビジネスの場での電話応
対の流れ・電話を取次ぐ⽅法・伝⾔を残
す⽅法を学ぶ。また、ビジネスの場で遭遇
するであろう様々な場⾯で、相⼿を尊重し
た丁寧なやりとりの練習をする。⽂化コース
では実際に茶道、華道の体験をやりとりを
しながら⾏っていく。

学習したことば・表現を使って、⾝近な
テーマ・社会的なテーマについて学習者同
⼠、またはクラスメートの前に⽴って発表す
る。タスクを与えグループで話し合い、発表
する。テーマを与え、即興で短いスピーチを
する。聴衆をひきつけるように⽬線、間の
取り⽅、話し⽅、声の強弱等も練習する。
企業の⾯接官の前で⾃⼰アピールをする
練習をする。⽂化コースでは⾃分たちで調
べた観光地の案内と⾃国の訪問や贈り物
のマナーを⽇本と⽐較しながら発表する。

ある話題について話し⼿それぞれの意⾒
が異なっている対話を聞き、その情報をまと
めて相⼿に伝える練習をする。また、⼝語
的表現で会話ができるように、合わせて練
習をする。独話ではフォーマルな説明、公
の場での話、講演等を聞き、情報を聞き
取り、理解する練習をする。聞きながらノー
トを取り、⽂を再構築し、内容をまとめる
練習も⾏う。JLPTN１レベルの聴解問題
を解き、問題に慣れる。就職活動に有利
となるBJTの対策も⾏う。⽂化コースでは
⽇本の⾵⼟や建物から考えた⽂化の説
明を聞く。

公の場、私的な場、様々な場⾯での会話
や⽂章に必要なことば・表現の意味の理
解、実際の運⽤につなげる練習を⾏い、
ある場⾯を与え、適切に運⽤できるかを⼝
頭や⽂章で学習者同⼠で確認し合う。
理解から運⽤への指導を中⼼に⾏う。特
にことばや表現の場による使い分けに注意
するよう指導する。JLPTN１レベルの問題
を解き、問題に慣れる。

テキストを使⽤し、学習者の留学⽣活に
おいて必要な場、また専⾨的な分野にお
いてよく使⽤される漢字を使ったことばを学
ぶ。毎⽇もしくは隔⽇で1単位時間（４
５分）かけて７、８個ずつ「読み」「書
き」をPPT・漢字カード等を使って、漢字の
部⾸や⾳を確認しながら、意味、ことばと
しての使い⽅、⽂作りを指導する。初⾒の
漢字のおおよその意味が推測できるよう指
導していく。JLPTN１レベルの問題を解
き、問題に慣れる。

現代社会の国際的な話題、専⾨的な内
容、社会的なことに関するテーマを扱い、こ
とばや表現を⼝頭や⽂章で確認し、テーマ
についての意⾒を互いに交換した後、
800字以上で作⽂をする。⾃分の体験、
国の現状をふまえながら、原因や意⾒を
述べ、未来の予測も⼊れていくようにす
る。企画書の⽬的と書き⽅を理解し、テー
マに沿って実際に企画書を書く。

広範な問題を含んだテーマの様々な内容
の⽂章を読んでいく。読む前にそのトピック
について話し合う。全体の⼤意を取り、話
の構成を確認し、段落ごとに精読をしてい
く。段落ごと、全体の要旨をまとめる練習を
する。読み終えた後、意⾒を⼝頭、もしく
は⽂章で表す。⾳読では⽂の意味を理解
し、聴者に内容がわかりやすく伝わるよう指
導する。グラフを読み解く練習や、新聞記
事の⾝の上相談を読み、そのアドバイスを
考えることもする。JLPTN1レベルの読解
問題を解き、問題に慣れる。就職活動に
有利となるBJTの対策も⾏う。

問題を含む広範なテーマについて⾃分の
意⾒や経験を教員、学習者同⼠で交換
し、その問題の原因や解決策、今後の予
測等を話し合う。⽇常⽣活で⾏われる
様々な場⾯でのミニ会話をペアで練習し、
学習者同⼠で考えた会話を作る。その
際、⼝語的な表現、縮約形、⽬上かどう
か、関係性等を考え、ふさわしい表現が使
えるように練習する。就職先で経験するで
あろうグループディスカッションの流れと役割
分担を知り、実際に⾝近なテーマでやって
みる。ビジネス場⾯での実際的な会話⼒
（トラブル対応等）を⾝につける練習を
する。⽂化コースでは⽇本の季節に合った
俳句を詠む。

学習したことば・表現を使って、広範な
テーマについて⾃⾝の経験、考え、変化、
新しく得た知識等、学習者同⼠、または
クラスメートの前に⽴って発表する。ある
テーマを与え、グループでアンケート発表を
するテーマを与え、即興で短いスピーチをす
る。聴衆をひきつけ、何らかの感情を引き
起こすようなプレゼンテーション⽅法も練習
する。グループで作成した企画書を発表す
る。⽂化コースでは⽇本と⾃国の季節に
対する感じ⽅、楽しみ⽅、表現の違いを
考え、発表する。

公の場、講演等の場である⼈の話・説明
を聞き、その内容を理解し、第三者に伝え
る。内容の要点を聞き取っていく。JLPTN
２レベルの聴解問題を解き、問題に慣れ
る。ビジネスマナーの説明を聞き、理解す
る。就職活動に有利となるBJTの対策も
⾏う。⽂化コースでは⽇本の「おもてなし」
の精神、訪問、贈り物のマナー、茶道、華
道の説明を聞く。

公の場、私的な場、様々な場⾯での会話
や⽂章に必要なことば・表現の意味の理
解、実際の運⽤につなげる練習を⾏い、
ある場⾯を与え、適切に運⽤できるかを⼝
頭や⽂章で学習者同⼠で確認し合う。
理解から運⽤への指導を中⼼に⾏う。特
にことばや表現の場による使い分けに注意
するよう指導する。JLPTN２レベルの問題
を解き、問題に慣れる。社会⼈としてふさ
わしいメールが送れるように、返信・転送・
添付等でよく使⽤する表現・ことばを練習
する。

テキストを使⽤し、あるテーマ・場⾯におい
てよく使⽤される漢字を使ったことばを学
ぶ。毎⽇もしくは隔⽇で1単位時間（４
５分）かけて５、６個ずつ「読み」「書
き」をPPT・漢字カード等を使って、漢字の
部⾸や⾳を確認しながら、意味、ことばと
しての使い⽅、⽂作りを指導する。初⾒の
漢字のおおよその意味が推測できるよう指
導していく。JLPTN２レベルの問題を解
き、問題に慣れる。

社会的なことに関するテーマを扱い、学習
したことばや表現を⼝頭で確認し、テーマ
についての意⾒を互いに交換した後、
600字〜800字程度で作⽂を書く。客
観的な例や理由を⼊れ、論理的に意⾒
を述べるようにする。就職活動、就職後で
必要になるビジネスメールの練習をする。
⾃⾝の履歴書をブラッシュアップする。

⽇本社会や⽂化、考え⽅、社会事情や
時事問題も⼊った様々な内容の⽂章を
読んでいく。読む前にそのトピックについて
話し合う。全体の⼤意を取り、話の構成を
確認し、段落ごとに精読をしていく。読み
終えた後、意⾒を⼝頭、もしくは⽂章で表
す。⾳読ではプロソディに注⽬した指導を
⾏う。JLPTN２レベルの読解問題を解
き、問題に慣れる。様々な企業のHPを読
み、情報を取り出す練習をする。⽇本で
多くみられる働き⽅や、キャリアに対する⾒
⽅、慣習、外国⼈社員が経験する問題
等を読む。就職活動に有利となるBJT対
策も⾏う。


